
環境・防災関係業務ご担当者　様 　　 (一社)神奈川県経営者協会 

   環境問題研究会・防災問題研究会　講演会

 

【講師】 早稲田大学  研究院教授

スマート社会技術融合研究機構  事務局長

先進グリッド技術研究所  上級研究員　　　 石井　英雄氏

【日　時】 2019年12月10日（火） 14:00-16:00

【会　場】 産業貿易センタービル  7階  720会議室

（横浜市中区山下町2番地）

【参加費】 環境・防災問題研究会会員 ： 無料 （複数参加可）
環境・防災委員    ： 無料（本人または代理人）

協会会員    ： 1,000 円/人（税込）

非会員       ： 2,000 円/人（税込）
・銀行振込　（横浜銀行本店当座０003333）
・郵便振替　（00210-7-2389）
・当日現金持参（領収書発行）
※締切後のキャンセルは、参加費全額をキャンセル料
　として申し受けます。予めご了承下さい。

【締　切】 2019年12月3日（火）

【申込方法】

【申込先】 （一社）神奈川県経営者協会 　担当：安藤

 〒231-0023 

 横浜市中区山下町２ 　産業貿易センタービル7階

 TEL  045-671-7060 　FAX 045-671-7087

 E-mail　：　andor@kana-keikyo.jp

👉 ホームページからも申し込めます！　http://www.kana-keikyo.jp/

2019年12月10日

「蓄電池が近未来社会に果たす役割」講演会　申込書（FAX 045-671-7087）2019年　　月　　　日

いずれかに○印（環境・防災委員、環境・防災研究会員、協会会員、非会員）ＨＰ

〒

申込者名 申込者所属

氏　名

     参加者 　

上記の通り、　　名参加。参加費　　　　　円は、 イ）銀行振込、ロ）郵便振替、ハ）当日持参　します。

TEL ＦＡＸ

e-mailｱﾄﾞﾚｽ（ご案内をﾒｰﾙでお届けします）

所属役職

（申込者が参加の際も記入
願います）

「蓄電池が近未来社会に果たす役割」
　日時：2019年12月10日（火）　会場： 産業貿易センタービル 7階 720会議室

　　再生可能エネルギーが主力となる時代を見据え、蓄電池の活用が注目を浴びています。
　　太陽光発電や電気自動車（ＥＶ）の蓄電池なども統合制御して一つの発電所のように機能させる
　　ＶＰＰ（仮想発電所）構築事業の実証も公民連携で進められ、新たなビジネスチャンスとして、
　　大きな注目を集めています。災害に強いまちづくりを目指すためにも、蓄電池を将来社会にどう
　　生かすか。エネルギー利用構想等を含めて専門家よりお話しいただきます。

申込書をＦＡＸ、又はメールにて送付下さい。

会社事業所名 住　所

川崎中ﾀｸｼｰｶﾞｽｽﾀﾝ ﾚﾝﾀﾙのﾆｯｹﾝ 丸江産業川 藤第２６回 横浜市環境行政懇談会

【会場のご案内】

※みなとみらい線「日本大道り駅」
３番出口より徒歩５分

1988年東京大学大学院工学系研究科修士課程修了、東京電力（株）
入社。主にR&D部門で超電導応用、電気利用機器開発、再生可能エ
ネルギー導入対策技術等に従事。1989年から1991年、マサチューセッ
ツ工科大学客員研究員。2012年より再生可能エネルギー導入、デマン
ドレスポンス技術、分散エネルギー資源統合に係るプロジェクト、国際
標準化等に従事。2014年より現職。博士（工学）。


